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２． 掲載図表数値データ 
（１）第２部 

 
表 S-2-1 デザイン産学連携に取り組む主な狙い（大学）（図 2-3-1） 

MA（複数回答）N=16 

選択肢 回答数 

①学生の教育 16 

②社会貢献・地域貢献 15 

③大学のプレゼンス向上 11 

④教員のモチベーション向上 4 

⑤大学・教員の研究水準の向上 8 

⑥大学・教員の研究費の獲得 9 

⑦教員の業績獲得 6 

⑧学生の就職活動の支援 8 

⑨ライセンス収入 2 

⑩その他 0 

⑪わからない 0 

 
表 S-2-2 デザイン産学連携に取り組む狙いの達成状況（大学）（図 2-3-2） 

SA（単一回答）N=16 

選択肢 回答数 

①ほぼ達成されている 3 

②だいたい達成されている 12 

③あまり達成されていない 1 

④ほとんど達成されていない 0 

⑤わからない 0 
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表 S-2-3 デザイン産学連携に取り組む主な狙い（企業）（図 2-3-3） 

MA（複数回答）N=5 

選択肢 回答数 

①大学による斬新なデザインの提案 2 

②社内デザイナーへの刺激 2 

③大学の専門性を生かしたデザイン開発・評価 2 

④安価なデザイン開発 0 

⑤大学の持つデザイン開発・デザイン評価手法等の修得 2 

⑥優秀な学生のリクルート 1 

⑦将来に向けたデザイン資源のストック 2 

⑧その他 1 

⑨わからない 0 

 
表 S-2-4 デザイン産学連携に取り組む狙いの達成状況（企業）（図 2-3-4） 

SA（単一回答）N=5 

選択肢 回答数 

①ほぼ達成されている 1 

②だいたい達成されている 4 

③あまり達成されていない 0 

④ほとんど達成されていない 0 

⑤わからない 0 
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（２）第６部 

 
表 S-2-5 デザイン産学連携の実施窓口となる学内組織の有無（図 6-1-1） 

SA（単一回答）N=16 

選択肢 回答数 

①産学連携の専門組織で担当 10 

②総務・広報等の事務組織で担当 2 

③デザイン開発の専門組織で担当 0 

④その他の学内組織で担当 3 

⑤研究室等デザイン開発の現場で担当 0 

⑥窓口となる部署は特に決まっていない 1 

⑦わからない 0 

 
表 S-2-6 デザイン産学連携プロジェクトにおける、事務手続き（契約・進捗管理等）に従事す

る教職員数（図 6-1-2） 

SA（単一回答）N=15 

選択肢 回答数 

①1 名 1 

②2 名～4 名 10 

③5 名～9 名 3 

④10 名以上 0 

⑤わからない 1 

表 S-2-7 デザイン産学連携プロジェクトにおける、知的財産に関する業務（産業財産権の出願・

管理、ライセンスなど）に従事する教職員数（図 6-2-1） 

SA（単一回答）N=14 

選択肢 回答数 

①1 名 4 

②2 名～4 名 9 

③5 名～9 名 0 

④10 名以上 0 

⑤わからない 1 
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３． 用語集・略語集（ワードインデックス）

【あ行】

アフォーダンス 
環境が動物に対して与える「意味」を指す。デザインの世界においては、形や色とい

ったその物体自身をどう取り扱えば良いかについての強い手がかりをユーザーに発して

いるものを指す。 

イニシャル・ロイヤリティ 
特定の一時期（多くは契約時または対価支払いの原因となる事実が発生したとき）に

対価の支払いを求めるものを指す。対となる概念は「ランニング・ロイヤリティ」。

 
【か行】

瑕疵（かし）担保責任 
契約に基づき給付した製品や建物などの物（無体物も含む）に損傷・欠格が発見され

た場合に売主が買主に対して負う法的責任を指す。 

グラフィカル・ユーザー・インターフェース 
電子計算機と利用者の意思疎通を円滑にするためのソフトウェアであり、通常、アイ

コンなどの視覚的表現手段により構成されている。GUI と略称される。

 
コミュニケーションデザイン 

情報の内容やそれを伝える媒体のデザインを指す。ポスターや雑誌広告のデザインで

ある情報デザインや、書籍や雑誌のデザインである編集デザイン、TVCM や CG のデザ

インである映像デザインなどが挙げられる。

 
【さ行】

サインデザイン 
指標となるデザインのみならず、その指標が見やすく環境に耐え得る素材であるか等

を含めた設計・制作を指す。 

職務著作 
職務の一環として著作物を創作する行為を指す。「職務著作規定」とは主に職務著作に

係る著作権の帰属について定める組織内部の規則を指す。 

職務発明 
職務の一環として技術的思想を発明、考案し又は意匠を創作する行為を指す。「職務発

明規定」とは主に職務発明に係る産業財産権を受ける権利の帰属について定める組織内

部の規則を指す。 
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ストリートファニチャー 
街灯・ベンチ等の公共の場における景観を造る施設を指す。 

スペースデザイン 
空間のデザインを指す。ビルや住宅のデザインである建築デザインや、建築内の空間

設計デザインであるインテリアデザインなどが挙げられる。 

専用実施権 
産業財産権の特定の内容につき実施許諾を受けた者だけが、当該内容を独占的に実施

できる権利を指す。特許庁の原簿に登録しなければ効力が発生しない（特許法第 98 条１

項 2 号）。 

【た行】

タイポグラフィー 
活字の体裁を整えたりアレンジしたりする手法や技術を指す。

 
著作財産権 

著作権のうち、複製権、頒布権、譲渡権、貸与権、上演権・演奏権、上映権、公衆送

信権・伝達権、口述権、翻案権等、著作権法第 21 条から第 28 条に定める権利を指す。 

著作者人格権 
著作権のうち、公表権、同一性保持権、氏名表示権の著作権法第 18 条から第 20 条に

定める権利を指す。著作者人格権は一身専属の権利であると理解されており、他人に譲

渡することができないと解釈されている。 

通常実施権 
産業財産権の特定の内容につき実施することができる権利のうち、専用実施権以外の

権利を指す。

 
【な行】

【は行】

プロダクトデザイン 
製品のデザインを指す。運送機器や一般機器などの工業製品のデザインであるインダ

ストリアルデザインや、容器やボトルなどのデザインであるパッケージデザインなどが

挙げられる。

 
プロトタイプ 

製品開発のための試作品を指す。 
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ポートフォリオ 
デザイン分野において用いられる、デザイナーのスキルや実績をアピールするための

作品集を指す。学生においては就職活動を行う際に多くの場合で提出が求められる。 

【ま行】

モックアップ 
外見を実物とほぼ同様に似せて作った模型を指す。「モック」とも言う。プロダクトデ

ザインなどにおいて外観デザインの試作・検討の際に用いられる。

 
【や行】

ユーザビリティ 
使い勝手や使いやすさを指す。 

ユニバーサルデザイン 
誰もが公平に利用できて使い方を簡単に理解できるような設計を指す。 

【ら行】

ランニング・ロイヤリティ 
ある一定期間ごとに対価の支払いを求めるものを指す。一般的には売上に対する定率

または定額の料金が設定されることが多い。対となる概念は「イニシャル・ロイヤリテ

ィ」。 

レイバーロス 
（ある人が本来業務に専念できない状態で、その穴埋めを他人がする場合等）そ

の補填をする際に必要になる人件費。 

レンダリング 
与えられ画像も関する数値や数式を集め、3 次元のグラフィックスに画像化する作業

を指す。

 
【C】

CI（Corporate Identity） 
他企業とは識別し得る企業の理念や特長を指す。 

【O】

OHIM 
「Office of Harmonization in the Internal Market」の略。わが国では「欧州共同体域内市

場調和庁」「欧州共同体商標意匠庁」などと称され、欧州共同体域内に効力が及ぶ「欧州

共同体意匠」および「欧州共同体商標」に関する事務を管轄する機関である。 
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４． 大学の産学連携に関する契約書ひな形例 
（１）千葉大学 

① 共同研究契約書 

 

ı
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② 共同研究申込書 
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（２）九州大学 
① 共同研究契約書 
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② 共同研究申請書 
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（３）長岡造形大学 

① 業務委託契約書 
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（４）東日本の芸術系大学 

① 業務委託契約書 

 

( )

1

( )

2

( )

3 4 1 3 31

( )

4

( )

5

( )

6

( )

7

2

( )

8

2 30

( )

9

( )

10
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( )

13

( )

14

(1)

(2)

( )

15

2

1
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（５）関西の芸術系大学 

① 研究委託契約書 

 

 
 

 
 

 
1

 
 

 
2

 
 

 
3  

 
 

4
 

 
 

5  
 

 
6

 
 

 
7

3  
 

 
8
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② 業務仕様書 
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５． 大学－学生との間で取り交わされる確認書等の書類 
（１）東日本の芸術系大学 

① 守秘義務誓約書 

 

           

Twitter mixi
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（２）関西の芸術系大学 

① 著作物使用権利許諾契約書 

 

1
1

2
1

3
1

2

3

4
1

2 1

2 1

5
1 1 1

1

2 2 1

6
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（３）某国立大学 

① 職務発明等に関する承諾書（特約で職務発明規定の対象に含まれるとするもの） 

 

   

           

        

        

1.

2.
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② 研究成果に関する確認書（研究成果の取扱について確認するもの） 

 

[ ]

           

        

        

                     

                       

/                       
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③ 研究業務委託契約書（大学から学生への委託として取り扱うもの） 

 
 

[ ]

     1
     2
     3
     4
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（４）富山大学 

① 学生の著作権の取扱いに関わる学生向け説明資料 
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② 学生の著作権の取扱いに関わる企業向け説明資料 
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